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が
き

清
王
朝
に
仕
え
た
宮
廷
画
家
の
業
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清
王
朝
は
如
意
館
︵
宮
廷
画
院
︶
を
作
り
、
康
熙
、
雍
正
、
乾
隆
の
三
帝
の
時
代
に
宮
廷
絵
画
は
最
盛
期
に
達
し
た
。
そ
の
時
期
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
あ
り
、
画
家
で
あ
る
郎
世
寧
ら
が
、
西
洋
絵
画
の
明
暗
法
、
透
視
法
を
伝
え
た
。
同
時
に
、
中
国
画
の
散
点
透
視

の
技
法
も
使
わ
れ
た
。
そ
の
写
実
的
な
絵
画
は
、
皇
帝
の
好
み
に
合
い
、
彼
ら
の
才
能
や
技
術
が
認
め
ら
れ
た
。
特
に
、
郎
世
寧
は
自
ら

絵
を
制
作
し
な
が
ら
、
宮
廷
の
中
国
人
画
家
に
西
洋
画
法
を
教
え
た
。
宮
廷
中
国
人
画
家
の
焦
秉
貞
、
唐
岱
、
金
昆
、
張
為
邦
、
丁
観
鵬

な
ど
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
方
法
を
取
り
入
れ
、
凹
凸
と
明
暗
の
光
と
影
の
効
果
を
使
い
、
筆
法
は
よ
り
纖
細
で
写
実
的
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
宮
廷
に
お
い
て
東
西
融
合
の
画
風
が
形
成
さ
れ
、﹁
新
体
絵
画
﹂
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
題
材
は
山
水
画
、
花
鳥
画
、
人
物
画
に

及
ん
で
い
る
。

郎
世
寧
を
は
じ
め
、
そ
の
周
辺
の
宮
廷
画
家
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
絵
画
の
高
度
な
写
実
能
力
を
持
ち
、
造
形
は
し
っ
か
り
し
て

お
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
認
め
た
の
は
皇
帝
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
絵
画
作
品
は
ほ
と
ん
ど
宮
廷
、
あ
る
い
は
皇
帝
個
人
に
収
蔵
さ
れ
た
の

で
、
民
間
に
は
あ
ま
り
流
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
東
西
折
衷
の
画
風
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
心
を
砕
い
た
。
そ
の
創
作
は
、﹁
新

体
絵
画
﹂
の
面
貌
を
表
し
て
い
た
が
、
西
洋
人
画
家
と
中
国
人
画
家
に
よ
る
﹁
東
西
合
璧
﹂
の
合
作
は
さ
ら
に
成
熟
し
、
そ
の
筆
に
よ
る

作
品
は
生
気
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
画
家
た
ち
は
自
ら
の
技
法
に
異
な
る
絵
画
技
術
を
吸
収
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中
国
人
画
家
は
西
洋
絵

画
の
写
実
手
法
を
取
り
入
れ
、
西
洋
人
画
家
は
中
国
絵
画
の
工
筆
画
の
表
現
方
法
を
学
び
、
東
西
交
流
の
新
た
な
局
面
が
形
成
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
宮
廷
画
家
た
ち
は
中
国
の
伝
統
的
な
筆
・
墨
・
紙
・
硯
と
い
う
﹁
文
房
四
宝
﹂
を
使
い
こ
な
し
た
。
さ
ら
に
、
清
王
朝
の
皇
帝

が
彼
ら
に
と
っ
て
偉
大
な
教
授
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。
彼
ら
の
活
躍
の
結
果
、
多
く
の
作
品
は
当
時
の
宮
廷
絵
画
の



ii

主
流
と
な
っ
た
。
そ
の
東
西
絵
画
の
融
合
は
、
時
代
の
宮
廷
絵
画
の
様
式
と
し
て
以
前
の
宮
廷
絵
画
と
違
い
、
ま
た
、
同
時
代
の
文
人
絵

画
、
及
び
民
間
絵
画
と
も
違
う
。

本
書
全
体
の
構
成
で
は
、
第
一
部
分
で
は
郎
世
寧
の
芸
術
生
涯
と
絵
画
作
品
を
中
心
に
し
て
い
る
。
第
二
部
分
で
は
郎
世
寧
に
関
わ
る

宮
廷
画
家
と
そ
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

郎
世
寧
は
中
国
の
康
熙
、
雍
正
、
乾
隆
の
三
朝
、
五
十
一
年
も
の
長
い
歳
月
の
間
宮
廷
画
家
と
し
て
仕
え
た
。
彼
は
一
七
一
五
年
に
中

国
に
入
っ
た
時
に
、
康
熙
皇
帝
に
画
家
の
身
分
を
認
め
ら
れ
宮
廷
に
残
り
、
そ
の
後
、
円
明
園
の
設
計
に
参
加
し
、
中
国
の
伝
統
的
な
材

料
の
膠
を
使
い
、
宣
紙
や
絹
の
上
に
絵
を
制
作
し
た
。
即
ち
、
今
日
の｢

膠
彩
工
筆
画｣

の
手
法
で
、
彼
は
新
た
な
絵
画
を
創
り
出
し

た
。
そ
の
画
技
で
清
王
朝
の
真
実
の
歴
史
と
宮
廷
の
様
子
を
記
録
し
た
。
そ
の
結
果
、
数
多
く
の
歴
史
的
名
作
が
残
さ
れ
た
。

郎
世
寧
の
周
辺
に
い
た
同
時
代
の
画
家
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
、
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
東
西
文
化
の
融
合
と
展
開
が
わ
か

り
、
さ
ら
に
、
中
国
宮
廷
絵
画
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
価
値
と
意
義
が
見
い
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
郎
世
寧
の
周
辺
画
家
た

ち
と
そ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
画
法
の
変
容
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
面
的
お
よ
び
時
代
的
な
美
意
識
の
変
容
が
あ
る
と
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
郎
世
寧
と
周
辺
の
宮
廷
画
家
が
相
互
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
多
様
な
絵
画
様
式
を
創
り
出
し
た
こ
の
時
期
は
、
中
国
人
の
精
神

史
上
に
お
い
て
も
、
重
要
な
意
味
と
意
義
を
持
つ
時
代
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
〇
一
六
年
二
月
二
日

王　

凱
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